
卒業証書の中央には、「小学校の全課程を修了

したことを証する」と書かれています。「証」(あかし)には、「ある事

柄が確かであるよりどころを明らかにすること」という意味がありま

す。小学校に入学してから6年間、授業や学校行事、学校生活など、

全力で様々なことに取り組み、充実した小学校生活を送ってきた証と

いうことです。また、左上には、一人一人に与えられた証書番号があ

ります。誰一人として同じ番号はありません。今年の卒業証書番号は、

8365番から始まります。高田小学校が開校し、8365番目の卒業生ということであり、卒業した先輩た

ちが築いてきた歴史の重さがつまっています。さらに、学校印の下には、一人一人の名前と生年月日

が書かれています。自分のために、自分の誕生を喜んで考えてつけてくれた名前には、親から子への

大切な思いが込められています。生年月日には、誕生への家族の喜びと家族が幸せになった瞬間の気

持ちが記されています。このように、卒業証書には、多くの思いが込められ、重みがあります。

3月3日(金)の授業参観は 3月1日(水)に、5年

制限なしで実施し、多くの 生が企画・運営の中心

保護者の方に参観していた を担う「6年生を送る

だきました。子どもたちは、 会」が行われました。

少し緊張しながらも落ち着 5年生は、この会を機

いて学習していました。保 会に大きな意識の変容

護者の方には、子どもたち (学校のリーダーとし

の成長を感じ取っていただ ての自覚)が見られま

いたと同時に、家とはまた す。それは、次年度に

違った、子どもの表情や新 最高学年として担うこ

たな一面を発見していただ ととなる責任や役割の

いたことと思います。 重さを実感する貴重な体験をし、また、成功で

きたという自信が満足感や自己有用感を生み、

今年度、教育目標「自ら学び 今後の活動意欲が喚起されるからです。5年生

心豊かで たくましく生きる児 には、目的達成に向け、助け合い、協力し合い

童」を実現するために、「知」「徳」「体」」の観点で ながら取り組む中で、学校のリーダーとしての

学校教育活動を進めてまいりましたが、コロナ禍の 基盤となる資質や能力が育まれたと思います。

影響もあり、学級閉鎖や学校行事の延期など、子ど

もたちの残念な思いを何度も痛感しました。しかし、 3月8日(水)の高田中

子どもたちは常に前向きに考え、一歩一歩着実に歩 学校区第4回学校運営協

みを進めていました。このことは、子どもたちの「学 議会では、今年度の学校評価につての説明と質

びの歩み」を止めないようにと、保護者や地域の皆 疑、次年度の学校運営の基本方針についての協

様に最大限の協力をしていただいたことによるもの 議が行われました。前回(第3回)の熟議の中で

であり、心より感謝申し上げます。 された意見を十分に反映しながら、今年度の学

校経営・運営ビジョンを変更し、承認

18日(火)全国学力学習状況調査(6年) していただきました。

19日(水)交通教室

6日(木)着任式・始業式・入学式 20日(木)1年生を迎える会

10日(月)児童会委員会 発育測定(高) 21日(金)避難訓練

11日(火)発育測定(中) 25日(火)家庭訪問① 短縮5校時

12日(水)地区児童会 26日(水)家庭訪問② 短縮5校時

13日(木)短縮5校時 27日(木)家庭訪問③ 短縮5校時

14日(金)授業参観・懇談会・PTA総会 28日(金)家庭訪問④ 短縮5校時
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【教育目標】

自ら学び 心豊かで

たくましく生きる児童の育成
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文責：校長 博多弘泰

感謝と御礼

４月の行事予定

卒業証書

制限 な し 授業参観 ６年生を送る会

学校運営協議会




